
「ふくしまを十七字で奏でよう絆ふれあい事業」表彰
今年度で１７回目となった標記事業では、県南域内から１０，０８９組の応募（絆部門 8,693 組、

復興部門 1,396 組）があり、県内管内でもナンバーワンの作品応募数となりました。県内全体でも、
過去最高の４４，５４５組の応募がありました。
県南域内の表彰者は、次のとおりです。今回応募していただいたすべての皆様、またご指導いた

だきました各学校の先生方、各市町村教育委員会の皆様に改めて感謝申し上げます。

【絆部門】 最優秀賞 中島村立中島中学校 １年 入野田絆菜 （祖母）藤田 啓子
優秀賞 白河市立白河中央中学校 ２年 網藤みつき （母） 網藤 朋子
佳 作 泉崎村立泉崎第二小学校 ４年 新田 菜音 （祖母）角田 京子

【復興部門】優秀賞 棚倉町立社川小学校 １年 小河原優奈 （母） 小河原奈希
佳 作 白河市立白河第二小学校 ６年 戸倉 知夏 （母） 戸倉 紀子

中島中学校【県最優秀賞：学校賞】 社川小学校【県優秀賞：学校賞】 白河中央中学校【県優秀賞】

白河第二小学校【県佳作】 泉崎第二小学校【県佳作：学校賞】 五箇中学校【学校賞：中学校最高応募率】

鮫川小学校【学校賞：小学校最高応募率】 近津幼稚園【学校賞：幼稚園最高応募率】

【学校賞（小学校）】
○ 白河市立白河第四小学校 ○ 白河市立白河第五小学校 ○ 白河市立小田川小学校
○ 白河市立五箇小学校 ○ 白河市立表郷小学校 ○ 白河市立釜子小学校
○ 白河市立信夫第二小学校 ○ 白河市立大屋小学校 ○ 西郷村立米小学校
○ 西郷村立羽太小学校 ○ 西郷村立川谷小学校 ○ 中島村立吉子川小学校
○ 矢吹町立中畑小学校 ○ 矢吹町立矢吹小学校 ○ 泉崎村立泉崎第一小学校
○ 棚倉町立高野小学校 ○ 棚倉町立近津小学校 ○ 棚倉町立山岡小学校
○ 塙町立塙小学校 ○ 塙町立笹原小学校 ○ 矢祭町立矢祭小学校

 

 ～夢と希望をはぐくむ県南の教育～ 



【学校賞（中学校）】
○ 白河市立東北中学校 ○ 白河市立表郷中学校 ○ 白河市立大信中学校
○ 西郷村立西郷第一中学校 ○ 棚倉町立棚倉中学校

【学校賞（幼稚園）】
○ 中島村立中島幼稚園 ○ 棚倉町立高野幼稚園 ○ 塙町立塙幼稚園

この事業は、共通の体験をもとに、子どもと大人がそれぞ
れの立場からの思いを十七字で表現することで、子どもの豊
かな心を育成するとともに、人と人との絆を深め、ひいては
家庭や地域の教育力の向上に資することを目的としていま
す。各学校や幼稚園では、この趣旨を十分に理解し、応募作
品の校舎内への掲示、子どもたちや保護者にお便り等で作品
の紹介、全校集会での趣旨説明、終業式で学校賞の伝達と子
どもへの称賛など、この事業を教育活動にもうまく取り入れ
ていただいています。次年度以降も、この事業へのご理解と 【校舎内への掲示：白河中央中】
ご協力をよろしくお願いします。

家庭教育応援事業
フォローアップ研修（１１／２６）
県南域内から家庭教育関係者等が参加し、研修会を

行いました。はじめに、茨城県下妻市教育委員会社会
教育主事の鈴木勝久氏が「すき間のない温かみのある
家庭教育支援」と題して、家庭教育支援事業と特別支
援教育について講演しました。次に、（株）アポロガ
ス社長の篠木雄司氏が「人生の生き方Ｒを通した人づ
くり」と題して、人材育成戦略とＡＩに負けない人づ
くりについて講演しました。最後に、国立赤城青少年
交流の家所長の松村純子氏が「子供の頃の体験がはぐ
くむ力」と題して、具体的なデータをもとに体験活動
と早寝早起き朝ごはんの重要性について講演しました。
どの講演も、県南域内の家庭教育の課題に対応した内
容で、とても参考になりました。

親子の学び応援講座（１１月）
県の「家庭教育応援プロジェクト」の事業で、連合ＰＴＡ

による家庭教育に関する研修会が行われました。それぞれの
地域の課題や保護者のニーズに応じた研修会が開催され、参
加者した保護者からも高い評価をいただいています。

・11/ 2 西白河郡連合 PTA(食育と子育て) →郡山女子大学 亀田明美 氏
・11/10 鮫川小・中学校 PTA(親子の良好な関係づくり) →親業訓練ｼﾆｱｲﾝｽﾄﾗｸﾀｰ 大屋弘子 氏
・11/10 白河市幼保小中連合 PTA(大人の役割) →茨城城県社会教育研究会会長 長谷川幸介 氏
・11/30 五箇小・中学校連合 PTA(メディアと健康) →県立矢吹病院 角田智哉 氏
・11/30 棚倉町内小・中学校連合 PTA(親子の約束と父親の実践) →猪苗代湖ズ 渡辺俊美 氏

研修会のご案内 →「社会に開かれた教育課程」実現に向けての重要な研修会
現在、本県の今後の教育施策の方針をまとめた「頑張る学校応援プラン」の主要施策３『地域と

共にある学校』の実現に向け、地域と学校が強固なパートナーシップを構築し、新学習指導要領の
ポイントとなる社会に開かれた教育課程の実施とともに、社会総がかりによる地域づくりと一体と
なった教育を目指して取り組んでいます。このフォーラムでは、モデル地区の実践やシンポジウム
により、地域と学校の新たな関係について考えていきます。新年度からのしくみづくりの参考（地
域学校協働活動事業の最新情報、先進地とのネットワークの構築、地域連携担当教職員の成果と課
題等）にしていただくとともに、校内での共有化を図りスムーズに運用できるよう、学校・行政関
係者の皆様の参加をお願いします。

「地域学校協働活動事業推進フォーラム」
◇日 時 １月３０日（水） １０：００～１５：００
◇会 場 ビッグパレットふくしま
◇内 容
【実践発表】「地域学校協働活動事業の実践について」 10:10~12:10

→モデル８町村の発表(国見町･大玉村･天栄村･西郷村･西会津町･双葉町･楢葉町･川内村)
【シンポジウム】「地域と共にある学校を目指して～２年目の取組を通して」

→栃木県・福島県の地域連携担当教職員も参加
【行政説明】「福島県教育委員会の取組について」
◇申込期限 １月１７日（木）・・・県南教育事務所まで


